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　雑
誌﹃
新
原
﹄
の
５
号
か
ら
８
号

は
、
い
ず
れ
も
大
正
13
年（
１
９
２
４

年
）発
行
で
す
。

　５
号
の
表
紙
は﹁
大
正
十
三
年
四

月
中
負
傷
者
図
表
﹂で
総
負
傷
者
数

は
３
５
９
人
。
四
坑 

１
２
９
人
、
五

坑 

１
１
９
人
、
六
坑 

１
２
１
人
と

坑
別
の
内
訳
を
記
し
、
さ
ら
に﹁
瓦が

斯す

・
落ら
く

盤ば
ん
・
炭た
ん

車し
�
・
捲ま
き
づ
な綱
・
機
械
・
其そ
の
た他
﹂

と
原
因
別
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
最

も
多
い
の
が
落
盤
で
１
７
２
人
、
次

が
其
他
の
１
５
７
人
、
次
が
炭
車
の

39
人
。
瓦
斯
・
捲
綱
は
ゼ
ロ
で
す
。

負
傷
者
数
な
の
で
、
死
亡
者
は
ゼ
ロ

と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　負
傷
の
部
位
も
図
で
分
け
て
い

ま
す（
５
号
表
紙
の﹁
部
分
﹂）。
頭

部
72
、
上
半
身
29
、
手
１
３
８
、
足

１
３
０
。
単
な
る
図
表
で
い
い
と
こ

ろ
を
、
デ
ザ
イ
ン
上
の
工
夫
を
こ
ら

し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。　６

号
の
表
紙
は
上
段
に
明
治
40
年
�

大
正
12
年
の﹁
我
国
石
炭
輸
出
入
表
﹂、

下
段
に
大
正
２
年（
１
９
１
３
）の﹁
一

年
一
人
石
炭
消
費
量
﹂（
戦
前
）を
掲
げ

て
い
ま
す
。﹁
我
国
石
炭
輸
出
入
表
﹂は

日
本
の
石
炭
輸
出
入
量
を
示
し
、
表
か

ら
は
輸
入
が
増
大
し
、
輸
出
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。﹁
一
年

一
人
石
炭
消
費
量
﹂は
１
人
当
た
り
の

年
間
石
炭
消
費
量
を
示
し
、
米
国
５
・

５
ト
ン
、英
国
４
・
２
ト
ン
、ド
イ
ツ
３
・

５
ト
ン
と
あ
る
中
、
日
本
は
０
・
35
ト

ン
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

戦
前
と
あ
る
の
は
第
一
次
世
界
大
戦

（
１
９
１
４
�
１
９
１
８
年
）前
と
い
う

意
味
で
す
。

　７
号
の
表
紙
は﹁
坑
木
単
価
才
数

見
積
表
﹂で
す
。
才
数
と
は
、
体
積
の

単
位
の
こ
と
で
す
。

　８
号
の
表
紙
が
デ
ザ
イ
ン
的
に
は

お
も
し
ろ
く
、﹁
大
正
十
二
年
末
全
国

労
働
者
数
﹂が
３
９
５
万
８
千
８
８
７

人
、
そ
の
う
ち﹁
鉱
山
労
働
者
数
﹂が

28
万
７
千
５
８
９
人
で
あ
り
、
官
公

営
工
場
・
民
営
工
場
・
其
他
の
労
働
者

の
人
数
と
続
き
、
鉱
山

労
働
者
の
う
ち
男
21
万

６
千
２
４
０
人
、女
７
万

１
千
３
９
４
人
な
ど
と

書
か
れ
た
グ
ラ
フ
を
左

手
で
掲
げ
、
そ
の
下
に

煙
突
か
ら
煙
が
吐
き

出
さ
れ
て
い
る
工
場
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
新
原
海
軍

炭
鉱
の
稼
働
状
況
を
ス

５号の表紙５号表紙「部分」

 2018 （平成30年） 7 • 広報すえ 6

ケ
ッ
チ
し
た
も
の
に
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
。

　８
号
に
は
海
軍
炭
鉱

の
組
織
図
が
載
っ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。（
左
図
参

照
）海軍炭鉱の組織図
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